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教
組
が
歴
史
の
中
に
生
き
、
歴
皮
を
創
造
す
る
役
目
を
果
た
さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
其
の
遺
訓
は
次

の
時
代
に
も
ま
た
其

の
次
の
時
代
に

も
引
き
繼

が
れ
て
時
代
の
修
飾
を
受
け
つ
N
、
今
時
ま
で
偉
大
な
法
燈
を
持
續
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
宗
教
は
畢
竟
時
代
性

に
生
き
る
外
、

ど

こ
に
も

生
命
を
持
て
居
ら
ぬ
、
宗
教

の
本
質
は
時
代
と
共
に
生
き
て
居
る
の
で
あ
る
。

吾
人
宗
墨
す
る
者
は
時
代
の
シ
ヨ
ッ
ク
を
受
け

之
れ
に
タ
ッ
チ
す
る
毎
に
、
い
ろ

ー

と
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
、
時
代
か
ら
遊
離
し
之
れ
と
懸
け
離
れ
て
る
宗
乘
は
、
死
ん
だ
の
も
同
樣
、

何
等
效
驗

を
齎
ら
す
こ
と
が
出
來
ぬ
。
そ
れ
故
、
吾
人
は
常
に
「
時
代
性
」
と
云
ふ
も
の
か
ら
寸
分
も
目
離
し
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
か
の

二
祀
鎭
西

の
授
手
印
結
歸

一
行
の
奥
旨
に
し
て
も
、
徹
選
擇
の
總
別
二
種

の
念
佛
義
に
し
て
も
、
冏
師

の
二
藏
二
教

の
判
教
、
實
體
化
用

實
義
教
門

四
義
σ
取
扱
ひ
方
と
云
ひ
、
下
つ
て
は
無
名
師
の
大
衆
的
な
詠
歌
和
讃

の
創
作

に
至
る
ま
で
、
古
今
通
し
て
我
淨
土
の
列
組
先

覺

の
述
作
業
績
は
、
皆
時
代
に
觸
れ
て
考

へ
さ
せ
ら
れ
た
芳
躅
と
見
ら
れ
得

べ
く
、
叉
そ
れ
が
時
代
に
對
處
す
る
先
覺
と

し
て
は
斯
く
あ

る
べ
き
が
當
然
な
の
で
あ
る
。

飜

つ
て
近
代
文
化
の
趨
勢
を

一
暼
す
る
に
、
機
械
丈
明
、
工
業
化
學
萬
能

の
近
代
生
活
、
大
量

の
生
産
淌
費
、
快
速

の
交
通
機
構
、
ま

た

一
面
に
は
國
體
の
本
義
明
微
、
.國
民
の
自
覺
、
肇
國

の
精
禪
、
東
亞
の
建
設
、
國
家
綜
力
總
動
員
、
經
濟
統
制
、
資
源
護
持
等

々
、
之



れ
を
思
ひ
彼
れ
を
察
す
る
時
、

一
向
專
修

の
念
佛
實
踐
と
は
實
に
縁
遠

い
感
じ
が
す
る
。
然
か
し
果
し
て
縁
遠
き
も

の
な
り
ゃ
、
宗
租
の

「
唯

一
向
に
念
佛
す
べ
し
」
は
、
唯
そ
の
當
時
だ
け
の
指
導

で
あ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
現
代
に
も
印
應
す
る
指
導
な
り
や
、
ま
た
淨
土
三

部

の
聖
典
は
現
下
日
本
人
の
讀
む
べ
き
經
典
な
り
や
、
聊
か
考

へ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
時
代
は
實
に
急
劇
に
轉
回
し
た
、
單
な
る

口
頭

の
理
論
や
、
觀
念
の
取
扱
ひ
で
は
、
濟
ま
さ
れ
ぬ
時
代
と
な
り
、
萬
事
實
行
期

に
入
り
、
從
つ
て
教
理
教
條
を
叙
述
し
、
そ
の
思
想

の
幽
玄
を
自
負
し
教
權

の
嚴
存
に
矜
持
し
て
居
る
時
で
は
な
い
。

時
代
の
シ
ヨ
ッ
ク
を
滿
身
に
浴
び
て
、
總
て
か
ら
活
撥
に
議
論
し
批
判

さ
れ
る
時
で
あ
る
。
丈
化
部
門

の
總
て
が
此

の
澎
湃
と
し
て
寄
せ
來
る
時
代
の
濤

に
押
し
流
さ
れ
な
が
ら
、
新
世
紀

へ
の
通
路
を
開
拓
せ

ざ
る
を
得
な

い
場
合

に
追
ひ
詰
め
ら
れ
、
如
何
に
起
ち
揚
ら
ん
か
の
足
掻
は
、
何
れ
の
部
門
も
同
樣

で
あ
る
。

凡
そ
建
設
と
云
ひ
建
て
直

し
と
云
ふ
何
も
大
陸
の
彼
方
の
.み
で
な
く
、
各
自
各
人
各
部
門
の
足
下
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
各
自
各
部
門

の
建

て
直
し
に
軈
が
て

大
な
る
東
亜
の
建
設
と
な
つ
て
行
く
の
で
あ
る
。

茲
に
吾
人
宗
學
す
る
者
、
此
の
時
代
に
封
處
す
る
に
當
り
、
唯
徒
ら
に
時
代
の
波
に
泳
ぎ
廻
り
て
、
個

有
の
傳
統
的
精
紳
を
沒
却
し
て

は
な
ら
ぬ
。
能
く
時
代
の
認
識
を
深
め
、
時
代
性
を
充
分
洞
察
し
、
其

の
正
し
き
位
置
、
立
場
と
方
針
を
定
め

て
、
其

の
上
に
傳
統
的
精

禪
を
生
か
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
せ
ば
東
亞
建
設
大
業

へ
の
指
導
に
準
則
し
、
大
業
途
行
の
爲
に
傳
統
的
精
神
を
如
何
に
役
立
た

せ
ん
か
で
あ
る
。
之
れ
蓋
し
吾
人
に
與

へ
ら
れ
た
る
當
面

の
問
題
で
あ

つ
て
、
宗
乘
再
認
の
要
あ
る
所
以
で
あ

る
。

こ
こ
に
於
て
宗
乘
を

ω
本
質

の
上
よ
り

②
形
態

の
上
よ
り
㈲
教
義
の
上
よ
り

㈲
實
踐
の
上
よ
り
の
四
の
角
度
よ
り
覗
め
て
見
た
。
然
か
し
今
回
は
紙
數
の
都

合
に
よ
つ
て
本
質
的
の
方
面
に
於
て
聊
か
所
見
を
述

べ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

二

～

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

三



四

今
し
ば
ら
く
宗
乘

の
本
質
的
な
方
面
よ
り
観
め
て
見
れ
ば
、

宗
乘
す
る
事
一

宗
墨
-

は
單
に
學
術
的
に
終
始
す
る
事
で
は
な
い

「
佛
租
の
精
神
に
直
參
し
て
人
生
の
眞
實
に
觸
れ
て
行
く
事
」

で
あ
る
。
從
來
往

々
科
學
萬
能
の
遍
智
思
想
に
歪
め
ら
れ
、
經
典
鈔
疏
の
概
念
の
配
列
や
、
其

の
取
捌
き
を
す

る
事
が
宗
乘
す
る
事
だ
と

思
は
れ
、
或
は
史
的
事
實

の
穿
鑿
や
思
想
系
統
を
關
係
付
け
る
事
が
宗
乘
だ
と
思
は
れ
、
單
に

一
種

の
精
禪
科
學
と
同

一
覗
さ
れ
て
居
た
。

本
よ
り
教
理
の
史
的
研
究
や
、
又
そ
の
思
想
概
念
の
配
列
も
、
宗
乘

の

一
部
面
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
宗
乘
す

る
事

の
全
面
で
も
な
く
、

叉
そ
の
本
筋
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
宗
乘
本
來

の
性
質
か
ら
云
へ
ば
、
佛
組
の
精
禪
に
直
參
し
、
佛
胆

の
精
紳
を
精
神
と
し
て
、

人
生
に
呼
び
か
け
、
現
實
に
働
き
か
け
て
行
く
事
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
佛
泄
の
精
神
を
明
微
に
し
、
且
つ
之
れ
を
實
現
し
て
行
く
事
、.
單

に
概
念
を
明
徴
に
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
す
、
之
れ
を
實
踐
し
實
現
し
て
ゆ
く
事

で
あ
る
。
勢
觀
房
源
智
が
宗
詛
に
宗
乘
の
指
導
を
仰
ぎ
し

時
、
宗
詛
の
答
と
し
て
拾
遺
漢
語
燈
上
(隨
聞
記
、
淨
全
九
)
に
次
の
よ
う
に
記
る
さ
れ
て
あ
る
。

ω

往
生
の
正
業
は
稱
名
を
要
と
す
る
事
、
釋
文
分
明
な
り
、
有
智
無
智
を
簡
ば
ざ
る
こ
と
亦
復
顯
然
な
り
、
何
ん
ぞ
必
し
も
學
業
を
用

ひ
ん
。
(
行
儀
を
勸
む
)

②

若
し
未
だ
念
佛
往
生
の
義
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
學
ん
で
之
れ
を
知
れ
。
(宗
旨
宗
義
の
解
を
勸
む
)

㈲

ほ
貸
知
れ
ば
則
ち
足
り
ぬ
、

設

ひ
廣
學
を
得
る
も
凡
智
幾
く
も
な
し
、

徒
ら
に
智
解
を
好
ん
で
、

穩
名

の
光
陰
を
廢
す
る
こ
と
莫

れ
。
(教
興
教
相
の
學
解
を
誠
し
む
)

今
こ
の
法
語

の
ω
は
行
儀

實
踐

を
先
き
と
す
べ
避
事

の
指
導
で
あ
り
、
所
謂
「
往
生
之
業
念
佛
爲
先
」
の
意
に
外
な
ら
す
、
②
に

念
佛
往
生
の
義
と
は
所
謂
「
宗
義
」
を
指
す
、
此

の

一
節

の
意
、
宗
旨
宗
義
の
學
を
勸
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
㈲
教

興
、
教
相
の
學
解
に
走



せ
て
念
佛
實
踐
の
光
陰
を
廢
す
る
事
を
誠
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

凡
、そ
宗
乘

の
形
態

に
就
て
之
れ
を
大
別
せ
ば
、
解
行
の
二
途
あ
り
、
解
の
中
更
に
分
ち
て
四
と
し
、
次
圖
の
如
き
表
を
見
る
の
で
あ
る
。

貘

す
る
久

獺
鯉
総

灘

-
解

-

宀ー

窰

解
す蠹

く蠶

簾

難

瀚冖

-
行

行

儀

(
實
踐
的
行
爲

と
儀
例

の
實
現
)

前
掲
の
法
語

の
意
に
基
づ
き
之
れ
を
見
る
時
、
宗
乘
す
る
事

の
本
意
は
奈
邊

に
あ
り
や
、
又
解
行
何
れ
を
要

と
す
べ
き
か
は
明
了
で
あ

る
。
即
ち
教
興
教
相

の
學
解
に
走
す
る
事
を
誡
め
、
實
踐
を
主
要
と
し
、
宗
旨
よ
り
も
宗
義
、
行
儀

に
重
點
を

措
く
の
意
で
あ
り
、
從
つ

て
行
儀

の
實
踐
に
當
つ
て
も
特
に
宗
義
に
基
づ
く
行
儀
を
主
と
す
。
即
ち
宗
義
に
基
く
行
儀
と
は
隨
自
意
、
廢
立
、
本
願
、
正
定
業
の
念

佛

一
行
を
專
修
せ
よ
と
の
意
で
あ
る
。
殊
に
吾
等
宗
乘
學
徒
と
し
て
此
に
注
意
す
べ
き
は
、
如
上
の
教
興
教
相
宗
旨
宗
義

の
四
が
何
れ
も

皆
「
信

の

一
字
」
の
上
よ
り
展
開
さ
れ
て
き
て
居
る
事

で
あ
る
。
善
導
の
意
に
よ
れ
ば
宗
旨
宗
義
の
部
門
は
云
ふ

に
及
ば
す
、
教
興
教
相

の

部
門
に
至
る
ま
で
皆
信
の
上
に
展
開
さ
れ
、
宗
租
は
之
れ
を
南
無
阿
彌
陀
佛
と
受
取
ら
れ
た
所
に
、
日
本
的
な
本
宗
獨
自

の
妙
味
が
躍
如

と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
教
興
の
部
門
に
屬
す
る
、
彌
陀

の
格
體
と
悉
ひ
、
佛
願
と
云
ひ
願
力
と
煮
ふ
問

題
の
如
き
、
解
行
中
に
は

解

の
分
類

に
屬
せ
ど
も
、
本
よ
り
不
可
思
議
難
思
の
法
に
し
て
解
と
は
い
へ
ど
も
知
解
で
な
く
て
「
信
解
」
で
あ

る
。
然
か
る
に
之
れ
に
就

て
知
を
先
き
立
て
以
て
領
解
せ
ん
と
焦
せ
る
所

に
、
本
迹
二
門
の
彌
陀
を
見
立
て
、
十
劫
正
覺
の
彌
陀
に
不
足

の
思
ひ
を
な
し
て
、
久
遠

虚ホ
乘

の

再

認

(千
葉
)

・

五



六

の
彌
陀
、

本
覺

の
彌
陀
を
見
立
て
ん
と
す
る
は
異
端

の
亜
流
。

單
純
な
る
宗
乘
を
徒
ら
に
複
雜
化
し
、

大
衆

的
信
受

の
出
來
得
る
宗
乘

を
、
イ

ン
テ
リ
暦
に
局
蹐
し
普
遍
的
な
如
來

の
慈
教
を
狹
隘
な
る
も
の
と
す
る
の
愚
を
演
出
す
る
の
み
、
之
れ
本
宗
の
取
ら
ざ
る
所
で
あ

る
。
元
來
教
興
歡
相
に
屬
す
る
問
題
は
思
索
的
に
走
せ
易
く
、
哲
學
的
に
な
つ
み
易
き
傾
向
を
有
し
、
實
踐
の
信
行
廢
し
勝
ち
と
な
る
故
、

宗
組
は
之
れ
を
誠
め
ら
れ
た
譯
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
人
は
、
宗
乘
す
る
事

に
つ
け
て
も
、

一
面
そ
の
研
究
タ
イ
プ
が
爰
當
で
あ
る
か
否
か

を
省
察
す
る
必
要
が
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

宗
乘
研
究
の
タ
イ
プ
に
就
て
、
其

の
爰
當
な
る
も

の
本
よ
り
多
數
の
あ
る
べ
き
筈
は
な

い
が
、
研
究
者
の
上
に
就
て
之
れ
を
見
る
時
、

そ
こ
に
二
の
樣
式
を
見
受
け
ら
れ
る
、
帥
ち
甼
面
的
と
立
體
的
と
で
あ
乃
。
之
れ
を
現
下
の
時
代
性
に
照
ら
し
合
せ
た
と
き
、
薪
舊
の
ニ

タ
イ
プ
と
も
見
ら
れ
得
る
。
さ
て
「
夲
面
的
」
と
は
、
與

へ
ら
れ
た
る
テ
ー
マ
に
關
す
る
材
料
を
廣
く
渉
獵
し
て
、
其

の
概
念
の
配
列
や
彼

此
兩
者
の
比
較
、
思
想
觀
念
の
前
後

の
聯
係
を
見
出
し
て
、
組
織
し
構
想
さ
れ
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
敢
え
て
主
題

の
本
質
を
見
窮
め
其

の

必
然
性
を
人
生

の
現
實

に
求
め
、
之
れ
を
人
生
に
呼
び
か
け
る
事
を
せ
な
い
の
で
あ
る
。
縱
令
そ
れ
が
單
な
る
室
問
的
材
料
の
蒐
集
で
な

く
、
時
間
的
史
實
を
追
ふ
た
交
渉
で
あ
る
に
し
て
も
、
結
極
時
室
兩
間
に
展
開
さ
れ
た
る
、
思
想
や
材
料
を
前
後
卒
面

に
廣
く
集
め
た
に

過
ぎ
な
い
か
ら
、
・史
的
研
究
で
あ

つ
て
も
、
史
的
と
し
て
の
甼
面
的
タ
イ
ブ

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
「
立
體
的
」
と
は
甼
面
的
に
思
想
材

料
を
構
成
し
、
更
に
其

の
主
題
の
本
質
を
掘
り
さ
げ
、
そ
の
主
張
の
必
然
性
を
人
生

の
上
に
求
め
、
現
實
に
對

し
交
渉
を
持

ワ
の
で
あ
る
q

元
來
宗
乘
は
教
學

の
方
面
た
る
と
教
理
史
の
方
面
た
る
と
を
問
は
す
、
人
生
の
現
實
を
離
れ
て
は
存
せ
な

い
の
で
あ
る
。
永
き
歴
史
の
上

に
於
て
主
張
さ
れ
た
る
學
読
は
、
何
か
の
必
然
的
要
求

に
帥
應
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
之
れ
を
人
生
の
上
に
求
め
、
そ
の
必
然
性
を
捕
え
て
、

現
實
に
交
渉
を
持

つ
時
、
其
處
に
反
響
も
あ
り
幾
分
考

へ
さ
せ
ら
れ
反
省

さ
れ
も
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
宗
乘
と
し
て
の
生
命
も
そ
こ



に
存
す
る
の
で
あ
る
。
單
な
る
卒
面
的
タ
イ
プ
は
、
曾
て
宗
乘
が
科
學
萬
能
、
.遍
智
思
想
に
歪
め
ら
れ
て
居
た
、
明
治
大
正
の
頃
は
其
れ

で
も
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
事
變
以
後
丈
化
部
門

の
總
て
が
覺
醒
し
起
ち
揚
ら
ん
と
す
る
、
現
下
の
新
世
紀

に
於
て
は
既
に
時
代
遲
れ

で
あ
る
。
斯
か
る
タ
イ
プ

の
研
究
は
恰
も

「
死
せ
る
子
供

の
歳
を
數

へ
て
居
る
」

の
類
と
何
等
大
差
が
な

い
。
宗
乘

の
研
究
は
時
代
性
の

推
移
と
共
に
進
展
し
て
行
か
ね
ば
ウ
ソ
で
あ
る
、
少
く
と
も
時
代
に
邸
應
し
、
人
生

の
現
實
に
交
渉
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
ぬ
。
此

の
意
味

に
於
て
現
下
宗
乘
再
認
の
要
あ
る
所
以
も
ま
た
其
處
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

三

さ
て
宗
乘
は
元
來
笨
組
の
胸
中
に
成
立
し
た
信
念
の
流
露
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
其

の
本
質
は
宗
齟
の
信
仰
内
容
そ
の
も

の
、
印
ち
宗
租

の
已
證

で
あ
る
。

宗
組
の
已
證
は
善
導

の
信
仰
内
容
ー

佛
願
深
旨
の
自
解
自
證
そ
の
も
の
ー

と

一
致
し
、

つ
ま
り

「
彌
陀

別
意
弘
願
の
大
精
神
の
確

認
」
と
云
つ
て
よ
い
と
思
ふ
。
之
れ
善
導
を
通
し
て
淨
土
三
經

の
玄
旨
-

釋
奪

の
精
神
内
容
ー

を
あ
き
ら
め
、

二
尊
大
悲

の
密
意
を

悟
ら
れ
た
心
境
で
あ
る
。
そ
れ
故
宗
砠

の
信
仰
内
容
は
善
導

の
信
仰
内
容

で
あ
り
、
善
導
の
信
仰
内
容
は
釋
迦
彌
陀
二
尊
の
密
意
に
外
な

ら
す
、
古
來
こ
の
間

の
消
息
を
、
三
國
三
代
三
國
二
代
と
云
ふ
言
葉

で
表
現
し
、
佛
組
信
仰
内
容

の
内
鑑
冷
然

に
し
て
、
而
か
も
其
の
淵

源
實
に
深
遠
廣
大
な
る
事
を
示
さ
れ
て
あ
る
。
鎭
西
上
人
は

我
等
は
法
然
上
人
を
信
じ
奉
り
、
法
然
上
人
は
善
導
を
信
じ
奉
り
、
善
導
は
釋
迦
彌
陀
を
信
じ
奉
り
給
ふ
な
り
。

と
云
は
れ
た
。
本
宗
の
傳
統
的
精
神
の
淵
源
、
ま
た
何
れ
に
存
す
べ
き
か
を
察
す
べ
き
で
あ
る
。

彌
陀
別
意
弘
願
の
大
精
神
と
は
、
三
經

の
意

に
よ
る
に
結
極

「
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
」

の
大
精
神
で
あ
つ
て
、
如
來
無
盡
大
慈
悲

の
顯

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

七



八

は
れ
で
あ
る
。
從
つ
て
宗
組
の
已
證

の
心
境
は
、
彌
陀

の
大
願
大
業
大
力
の
完
全
に
明
徹

し
た
る
心
境
、
師
ち
宗
組
自
ら

「
法
然
本
地
身

大
勢
至
」

の
告
白
あ
る
以
上
、
佛
乏

一
如
の
心
境
た
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
事

で
あ
る
。
宗
組
が
斯
く
彌
陀
本
願
の
大
精
神
を
明
徹
に
確

認
さ
れ
た
迄
の
經
過
と
し
て
は
、
登
山
授

戒
、
黒
谷
隱
棲

の
求
道
、
醍
醐
南
都

の
歴
訪
、
釋
迦
堂
の
參
籠
、
報

恩
藏
の
研
鑽
等
、
諸
傳
之

れ
を
記
る
し
、
既
に

一
般
の
知
れ
る
所
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
聊
か
問
題
と
な
る
は
惠
心
僭
都

の
往
生
要
集
で
あ

る
。

往
生
要
集
は
宗
租
の
已
證
に
就
て
、
最
も
力
彊
き
誘
導
と
な
つ
た
事

は
否
む
事
は
出
來
ぬ
、
宗
齟
の
御
詞
に
も
、

源
筌
は
.大
唐

の
善
導
和
徇

の
教
に
順
ひ
、
本
朝
,の
慧
心
の
先
徳
の
勸
め
に
任
せ
、
稱
名
念
佛

の
つ
と
め
長
日
六
萬
遍
な
り
。

然
か
し
往
生
要
集
に
よ

つ
て
、
宗
詛
の
已
證
が
完
全
に
成
り
立
た
か
何
う
か
は
、
一
考
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
要
集

の
意
に
よ
れ
ば
「
悟

入
の
道
は
利
智
精
進
な
れ
ば
未
だ
難
し
と
せ
す
、
末
代
頑
魯
の
者
豈
敢
て
せ
ん
や
、
往
生
極
樂
の
教
行
ー

口
稱
念
佛
1

は
濁
世
末
代

の
目
足
で
あ
る
、
廣
く
經
論

の
要
文
を
集
め
て
之
れ
を
披
き
之
れ
を
修
す
る
に
、
覺
え
易
く
行
じ
易
し
、
總
し
て
十
門
あ
り
、
分

つ
て
三

卷
と
す
」
と
て
、
十
門
に
亙

つ
て
廣
く
往
生
の
行
業
を
示
し
、
引
丈
例
證
懇
切
を
畫
し
、
最
後

口
穩
念
佛
を
要
と
す
る
理
由
と
し
て
、
念

佛
と
諸
行
と
を
樹
比
し
て
、
實
踐

の
上
よ
り
難
易
分
別
し
、
勸
進

の
上
よ
り
多
少
分
別
し
、
更
に
諸
行
封
念
佛

の
上
に
、
因
明
と
喧
辨
、

自
説
と
不
自
説
、
攝
取
と
不
攝
取
と
の
相
違
を
示
し
、
更
に
問
答
料
簡

し
て

問

ふ

一
切

の
善
業
、
各
.利
釜
あ
り

て
各
往
生
を
得
、
何
故
に
念
佛

の

一
門
を
勸
む
る
や
。

答

ふ
今
念
佛
を
勸
む
る
は
、
是
れ
餘
の
種

々
の
妙
行
を
遮
す
る
に
は
非
す
、
只
是
れ
男
女
貴
賤
、
行
住
坐
臥
を
簡
ば
す
、
時
處
諸
縁
を

論
ぜ
す
、
之
れ
を
修
す
る
に
難

か
ら
す
、
乃
至
臨
終
、
往
生
を
願
求
す
る
に
其
の
便
宜
を
得
る
こ
と
念
佛
に
如
か
す
。

と
あ
り
て
、
木
檍
經
、
占
察
經
、
無
量
壽
經
、
彌
陀
經
、
觀
無
量
壽
經
等
を
引
き
、
殊
に
第
十
八
の
願
文
、
光
明
攝
取
の
丈
、
執
持
名
號



の
文
を
引
き
、
實
に
懇
切
鄭
寧
、
充
分
そ
の
意
を
盡
さ
れ
て
あ
る
。
故
に
宗
租
と
し
て
は
往
生
要
集
大
綱
、
同

詮
要
等
に
明
か
に
さ
れ
て

あ
る
通
り
、
末
代
今
時

の
吾
等
凡
夫
に
は
、
念
佛
最
も
肝
要
で
あ
り
適
切
で
あ
る
事
を
知
り
、
其

の
實
踐
行
軌

に
於
て
も
四
修
三
種
行
儀

の
指
導
あ
り
て
末
代

の
者

に
は
稱
名
を
本
と
爲
す

べ
き
事
も
充
分
知
り
盡
さ
れ
、
念
佛

に
樹
す
る
信
仰
も
、
大
部
分
は
要
集
に
よ
り
て
築

き
揚
げ
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
然
か
し
要
集
に
於
て
は
、
所
謂
廣
く
經
論

の
要
丈
を
集
め
來
り
て
、
末
代

の
凡
夫
頑
魯

の
者
に
は
、
念
佛

を
要
と
す
と
歸
納
さ
れ
た
が
、
其

の
念
佛
の
信
仰
内
容

に
は
絶
封
的
な
力
強
き
根
柢
を

見
出

し
難
い
の
で
あ
る
。

要
集
に
於
て
は

或
は

「
一
目

の
羅
は
鳥
を
得
る
能
は
す
、
萬
術
を
以
て
觀
念
を
助
け
往
生

の
大
事
を
成
せ
よ
」
と
云
ひ
て
七
事
を
擧
げ
、
或
は

「
觀
經
下

々
晶
、

彌
陀
經
、
鼓
音
聲
經
、
但
だ
名
號
を
念
す
る
を
以
て
往
生

の
業
と
爲
す
、
何

に
況
ん
や
相
好
功
徳
を
觀
念
せ
ん
を
や
」
と
云

へ
る
等
、

こ

れ
等

の
點
よ
り
察
す
る
に
、
.口
稱
念
佛

の
勸
進
、
懇
切
を
窮
む
と
雖
も
、
其
の
内
容
に
絶
封
性
を
認
め
て
居
ら
ぬ
と
悉
ひ
得
ら
る
る
の
で

あ
る
。
換
言
せ
ば
要
集

の
念
佛
は
本
質
上
、
廢
立
的
な
信
念

の
上
に
顯
は
れ
て
來
る
念
佛
で
な
い
と
云
ふ
事
に
な
る
。
此

の
意
味
に
於
て
、

宀示
組

の
立
教
開
宀示
の
準
・備
は
、
往
生
要
集
披
講

の
時
、
既
に
出
來
揚
つ
て
居
た
と
は
斷
言
し
難

い
事

と
思
ふ
。

宗
組
は
其

の
後
、
要
集
よ
り
ヒ
ン
ト
を
受
け
、
善
導

の
觀
經

の
疏
を
索
め
得
て
之
れ
に
見
入
し
時
、
曾
て
要
集

の
指
導
に
よ
り
勸
進
さ

れ
た
る
口
稱
念
佛
は
何
ん
ぞ
知
ら
ん
、
彌
陀

の
本
願
、
釋
尊

の
隨
自
意
付
屬
、
正
定
業
廢
‡
の
信
念

の
上
に
立

つ
、
絶
對
的
な
念
佛
た
る

事

に
氣
付
か
れ
二
奪

の
元
意
を
悟
ら
れ
た
の
で
あ
る
、

こ
こ
に
於
て
か
立
ち
所
に
餘
行
を
捨
て

一
向
專
修

の
身

と
な
り
、
つ
い
で
立
教
開

宀示
の
運
び
と
な
つ
た
譯
で
あ
る
。
然
か
し
、

善
導
の
觀
經
疏
に
就
て
、
鵜
木
の
行
觀
が
、
選
擇
集
秘
鈔
に

往
生
要
集

に
於
て
、
禮
讃

の
若
能
如
上
念

々
相
綾
、
畢
命
爲
期
、
十
即
十
生
の
釋
丈
を
見

て
、
善
導

の
釋
を
蕁
ね
た
ま
ふ
に
、
宇
治

の

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

九



一
〇

法
藏
よ
り
、
觀
經
疏
を
尋
ね
出
し
て
、

一
向
專
修
に
入
り
給

ふ
な
り
。
故

に
往
生
要
集
を
先
逹
と
爲
し
、
善
導

の
疏
を
尋
入
り
た
ま
ふ

心
地
を
以
て
、
此

の
選
擇
集
を
ば
作
り
た
ま
ふ
云
羹

と
述

べ
て
居
る
が

「
宇
治

の
法
藏
よ
り
觀
經
疏
を
尋
ね
出

し
」
と
あ
る
。
若

し
之
れ
に
よ
ら
ば
其

の
當
時
比
叡

三
塔

の
經
藏
に
は
觀
經
疏

が
揃
つ
て
居
ら
す
、
從
つ
て
惠
心
僭
都
は
觀
經
疏
全
部
を
見
ら
れ
な
か
つ
た
か
と
云
ふ
事
に
も

一
考
を
煩
は
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事

と
な
る
。

思

ふ
に
其

の
當
時
、
宇
治
な
ら
び
に
南
都
の
法
藏
に
は
觀
經
疏

の
在
し
事

は
、
宇
治

の
縣
宰
相
隆
圓
(藤
原
末
期
)
の
安
養
集
十
卷

(近
年

戸
松
氏
坂
本
西
教
寺
に
て
發
見
)
に
觀
經
疏
を
引
用
し
、
南
都
の
珍
海
も
安
養
知
足
相
對
抄
菩
提
心
集
な
ど
に
之
れ
を
引
用
せ
る
事

に
由
て
知

り
得
ら
れ
る
が
、
比
叡

の
經
藏
に
は
觀
經
疏
は
全
部
揃

つ
て
な
か
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。
.即
ち
比
叡

の
良
慶
(準
安
末
期
)
の
安
養
集
六
卷
に

觀
經
疏
の
引
用
な
く
、
往
生
要
集
に
も
道
綽
の
安
樂
集
は
能
く
引
用
さ
れ
て
あ
る
が
、
善
導
の
書
と
し
て
は
、

立
義
文
、
禮
讃
、
觀
念
法

門
は
引
用
さ
れ
て
あ
る
が
、
散
善
義
は
引
用
さ
れ
て
な
い
。
さ
れ
ば
惠
心
僭
都
と
し
て
は
觀
經
疏
全
部
に
眼
を
通
し
て
居
ら
れ
な
い
、
從

つ
て
善
導

の
内
意

が
充
分
に
明
徴

に
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
事
か
と
思
は
れ
る
。
宀示
祗
の
要
集
略
料
簡

に

此
の
集
の
意
、
助
念
佛
を
以
て
決
定
業
と
爲
す
歟
、
但
し
善
導
和
徇
の
意
は
爾
ら
す
。

と
あ
、る
。
兎
に
角
宗
詛
は
惠
心
の
往
生
集
素
を
架
橋
と
し
て
、
善
導

の
牙
城
に
轉
入
さ
れ
た
事
と
思
は
れ
る
。
徇
ま
た
要
集
略
料
簡

の
終

に
私
に
云
く
、
惠
心
す
で
に
往
生
の
得
否
を
定
め
、
善
導
、
道
綽
を
以
て
指
南

と
爲
す
な
り
、
又
處

々
に
多
く
綽
導
二
師

の
釋
を
引
用
す
、

然
れ
は
則
ち
惠
心
に
隨
順
す
る
の
輩
は
、
必
す
當
さ
に
道
綽
、
善
導
に
歸
依
し
、
安
樂
集
を
披
き
て
聖
淨

二
門
の
意
を
明
了
に
し
、
觀

經
疏
を
閲

し
て
安
心
起
行
の
旨
を
領
會
し
、
以
て
出
離
解
脱
の
準
則
と
爲
す
べ
し
。



と
て
出
離

の
準
則
を
示
さ
れ
た
が
、
ま
た

一
面
自
身
の
已
證

へ
の
經
過
を
示
さ
れ
た
と
も
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

四

斯
く
て
宗
祀
は
惠
心
よ
り
轉
じ
て
善
導
に
入
り
、
本
願
念
佛

の
全
幅
を
味
ひ
、
更
に
其
の
精
禪
を
明
徴

に
さ
れ
た
の
が
、
所
調
選
擇
本

願
念
佛
往
生
の
義
で
あ
る
。

選
擇
本
願
念
佛
往
生
之
義
は
、
宗
詛
已
證

の
顯
は
れ
で
あ
る
。
二
組
鎭
西
上
人
は
徹
邏
擇
集
に

沙
門
某

甲
、
昔
聖
道
門
を
學
ぶ
の
時
、
聊
か
彼

の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
義
を
餮

ひ
傳
ふ
。
今
淨
土
門
に
入
る
の
後
、

又
此
の
齷
擇
本

願
念
佛
往
生

の
義
を
相
承
す
。
二
師

の
相
傳
を
以
て
聖
教

の
諸
丈
を
見
る
に
、
單
聖
道
門

の
人
、
單
淨
土
門
の
人
は
之

れ
を
知
る
べ
か

ら
す
、
聖
道
淨
土
兼
學
の
入
之
れ
を
知
る
べ
し
。
此

の
意
を
得
て
よ
り
、

一
切
大
乘
經
を
披
ら
き
、

一
切
大
乘
論
を
見

て
隨
喜
の
涙
禁

じ
難
し
。
此
れ
則
ち
聖
教
の
源
底
な
り
、
法
門

の
奥
藏
な
り
、
佛
菩
薩

の
秘
術
な
り
、
此

の
書

の
上
に
載
せ
盡
す
べ
か
ら
す
。

と
て
、
此

の
宗
組

の
已
證
た
を
選
擇
本
願
の
義
を
、
聖
教

の
源
底
、
法
門
の
奥
藏
、
佛
菩
薩

の
秘
術
な
り
と
絶
讃
し
感
激

さ
れ
、
殊
に
選

擇

の
義
は
全
く
宗
租
の
獨
創
で
あ
る
と
て

上
人
手
自
ら
三
部
經
を
料
簡

し
、
我
朝

に
始

て
此

の
義

を
立
て
給

ふ
、
唐

土
の
人
師
所
立

の
義

の
中
に
も
、
此
の
選
擇

の
義
全
く
以
て

之
れ
な

し
。

と
云
は
れ

た
。
徇
こ
こ
に

一
つ
の
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
事
は
、
宗
租
が
選
擇
集
の
卷
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
、
往
生
之
業
念
佛
爲
先
の
語
に
就

て
で
あ
る
。

往
生
之
業
念
佛
爲
先

の
標
語
は
、
元
來
惠
心
僣
都

の
語
で
あ
つ
て
、
＼
往
要
集
に
は
念
佛
爲
本
と
云
ひ
、
妙
行
業
記
に
は
念
佛
爲
先
と
あ

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

1
1



一
二

る
。
宗
租
此

の
語
を
轉
用
し
て
選
擇
集

の
卷
頭
に
摘
げ
全
卷
の
内
意
を
標
磅
さ
れ
た
、
然
か
し
此
の
標
語
が
惠
心
の
語
で
あ
る
か
ら
と
.云

つ
て
、
其

の
内
面
的
の
意
に
於
て
は
決
し
て
同

一
で
は
な
く
、
大
な
る
相
違

の
存
せ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
惠
心

の
所
謂
念
佛
爲
先

の
意
は
、
諸
行
樹
念
佛
の
上
に
於
け
る
多
く
の
理
由
よ
り
歸
納
し
た
る
念
佛
爲
先
で
あ
り
爲
本

で
あ
る
が
、
宗
組
の
所
謂

念
佛
爲
先
の
意

は
、
た
だ

「
順
彼
佛
願
故
」
佛
願
以
外
に
何
等
理
由

の
個
條
立
て
を
見
す
、
ロ
バ
【、佛
願

の
思
召
で
あ
る
L
と
の
佛
意
信
順

の
信
念
以
外
に
何

も

の
も
な
く

念
佛
は
之
れ
彌
陀

の

一
切
衆
生

の
爲
に
自
ら
誓
ひ
給
ひ
し
本
願

の
行
な
れ
ば
、
往
生

の
業
に
取
り
て
は
念
佛

に
し
く
こ
と
は
な
し
。

」

(和
語
燈
)

と
て
、
佛

願
に
立
脚
し
た
る
「
爲
先
」
な
れ
ば
、
諸
行
對
念
佛
の
封
立
的
相
封
的
の
意
に
あ
ら
す
、
從

つ
て
先
次
先
後

の
先

で
は
な
い
の
で

あ
る
。

さ
て
此

の
爲
先
に
就
て
、
行
觀

の
邏
擇
集
秘
鈔
に
は
先
後
先
次
の
兩
義
を
擧
げ

コ

一義
不
定
に
し
て
、
先
後
に
對
し
て
云
ふ
事
も
あ
り
、

先
次
に
樹
し
て
去
ふ
こ
と
も
あ
り
L
.と
述

べ
、
廢
立
、
助
正
、
傍
正

の
三
義

の
上
よ
り
爲
先
を
釋
し
て

以
1
iS
ﾎlﾎ重
、
共
に
諸
行
を
ば
次
と
し
、
念
佛
を
本
と
も
爲
し
、
先
と
も
爲
す
と
謂
ふ
意
な
り
。

と
云
ひ
て
相
對
的

の
見
方
を
し
て
居
る
が
。
鎭
西
上
人
の
徹
選
擇
集
に
は

往
生
極
樂

の
爲
に
は
、
此

の
南
無
阿
彌
陀
佛

の
口
稱
念
佛
を
以
て
、
第

一
の
行
と
爲
す
、
此

の
義
を
顯
は
さ
ん
が
爲

の
故
に
、
往
生
之

業
念
佛
爲
先
と
云
ふ
な
り
Q

と
あ
り

て
、
此
に
所
謂
第

一
と
は
、
恰
も
第

一
義

室
の
第

一-義
と
同
意
に
て
、
絶
樹
を
意
味
せ
る
の
で
あ
る
。
叉
藤
田

の
決
疑
鈔
見
聞
に



は
佛
願
に
望
む
る
に
生
因

の
義
、
獨
念
佛
に
限
り
本
意
二
な
し
、
何
ん
ぞ
次
後
に
羯
せ
ん
や
。
是
れ
廢
立
爲
正
の
意
な

り
、
故
に
今
先
と

は
是
れ
獨

一
ゐ
義
な
り
。

と
あ
り
。
藪
相
切
紙
拾
遺
徹
下
に
は
此
の
意
を
承
け

て

今
選
擇
本
願
念
佛
集
に
は
、
南
無
阿
彌
陀
佛
を
以
て
、
獨

一
無
俘
最
上
乘

の
法
と
押
立

つ
る
時
、
此
の
別
の
念
佛
が
總
の
念
佛
に
徹
過

し
、
更
に
遮
瞳
∵な
し
、
是
れ
獨
冖奪

の
義
。
賣
云

更
に
念
佛

の
上
に
七
義
を
立
て
爲
先

の
意
を
詳
か
に
示
し
て

南
無
阿
彌
陀
佛
を
本
と
爲

し
、
七
義
を
攝
入
し
て
、
往
生
之
業
念
佛
爲
先

の
句
に
習
ひ
牧
む
る
な
り
。

i
本

願

故

・
巧

方

便

故

淨
佛
國
土
成
就
衆
生
故

南
無
阿
彌
陀
儲
i

彿

智

故

往
生
之
業
念
佛
爲
先

法

不

思

議

故

摩

訶

衍

故

ー
譬

喩

故

尚
之
れ

に
野

し
、
竪
横
旋
轉

の
句
を
示
し
て
其

の
意
を
精
緻
に
せ
り
。
斯
く
七
義
を
列
ぬ
と
雖
も
、
畢
・竟
本
願
の
演
繹

に
過
ぎ
す
し
て
、

七
義
皆
初

め
の
「
本
願
故
」
の

一
句
に
歸
納
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
本
願
故

の
以
外
に
は
、
要
集
に
於

け
る
が
如

き
、
勝
劣
難
易
多

少
等

の
封

立
的
相
對
的

の
語
は
、
全
く
介
在
さ
れ
て
な
い
、
之
れ
要
集
の
所
謂
爲
本
、
爲
先
と
宗
組
選
擇
集

の
爲
先
と
其
の
意
、
全
く
相

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

一
三



一
四

違
せ
る
點

で
あ
る
。
元
來
勝
劣
難
易
多
少
等

の
對
校
選
擇
は
、
末
代
の
吾
等
凡
夫
が
敢
え
て
心
を
煩
は
し
手
を
下
す
の
要

な
く
、
十
劫
以

前
法
藏
菩
薩
發
願
の
時
吾
等
に
代
つ
て
二
百

一
十
億
諸
佛
誓
願
の
申
に
於
て
、
既
に
選
擇
攝
取
し
給
ひ
し
「
事
濟
み
」
の
事

で
あ
る
。
難
易

勝
劣
の
見
分
け
を
辿
つ
て
歸
仰
す
る
の
で
は
な
く
、
唯
「
佛
願

の
思
召
な
り
」
と
の
單
直
仰
信

の
上
に
、
念
佛
爲
先
が
存
在
し
て
居
る
の
で

あ
る
。
佛
願
に
樹
す
る
大
慈
悲

の
感
激
こ
そ
熾
烈
な
れ
、
他
に
何
等
思
慮

の
煩
ひ
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

爲
先
の
相
對
的
と
紹
對
的
、
兩
者

の
見
方
は
其
の
信
仰

の
内
面
に
於
て
大
な
る
相
違
あ
り
、
信
念

の
上
に
絶
對
性
を
帶

び
る
と
帶
ぴ
ざ

る
と

の
別

あ
り
、
從
つ
て
信
的
魄
力

の
彊
弱
、
自
つ
か
ら
分
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。
要
集
に
去

へ
る
が
如
き

「
利
智
精
進

の
人
な
ら
ば
、

勝
れ
た
る
法
に
ょ
り
て
悟
入
も
出
來
よ
う
、
吾
等
末
代
頑
魯
の
者
に
は
、

せ
め
て
念
佛
を
頼
奇
と
爲
す
の
外
な
し
」
と

の
意
に
基
づ
く
所

の
、
相
封
的
念
佛
爲
先
の
信
仰
裡
面
に
は
、
止
む
を
得
す
念
佛
に
頼
寄
り
し
迄
の
氣
持
に
て
、
心
か
ら
な
る
十
二
分
の
感
激
湧
き
難
く
。

又
念
佛
は
修
し
易
く
行
し
易
く
し
て
功
高
く
其

の
法
勝
れ
た
る
故
に
、
之
れ
を
先
き
と
し
歸
仰
す
る
信
仰
内
面
に
は
、
功
利
的
及
び
自
我

の
氣
分
な

し
と
せ
す
。
本
願
を
基
調
と
す
る
念
佛
爲
先

の
111�m
内
面
に
は
、
信
順
佛
意

の
歸
仰
心
以
外
何
も

の
を
も
介
在

せ
す
、
實
に
純

眞
清
淨
、
無
我
大
信

の
姿
で
あ
る
。
殊
に

一
佛

の
意
は

一
切
佛

の
意
な
り
、
彌
陀
の
本
意
は
釋
迦
佛
に
も
本
意
な
り
、
三
世
十
方

一
切
諸

佛
に
も
本
意
な
り
、
故
に
念
佛
は
單
に
彌
陀

の
本
願
な
る
の
み
な
ら
す
、
釋
尊
隨
自
意
付
屬

の
念
佛
な
り
、
更
に
釋
迦
彌

陀
二
奪

の
本
意

た
る
の
み
な
ら
す
、
三
世
十
方

一
切
の
諸
佛
同
心
同
意
な
り
と
知
る
故
に
、
其
處
に
信
仰
上
、
非
常
な
る
心
強
さ
と
信
的
魄

力
が
ま
す
く

旺
盛
と
な
る
の
で
あ
る
。
宗
租
が
南
都

の
嗷
訴
や
、
北
嶺

の
迫
害

の
中
に
處
し
て

淨

土
の
法
門
は
濁
世
末
代

の
出
要
な
り
、
釋
尊
は
特
留
此
經
の
誓
ひ
深
く
、
諸
佛
に
攝
受
護
念
の
力
多
き
に
ま
し
ま

せ
ば
、
此
の
法
の

弘
通
は
入
は
止
め
ん
と
す
と
も
法
更
に
止
ま
り
給
ふ
べ
か
ら
す
。



此
の
御
法
語

の
如
き
は
、
絶
封
性
を
有

せ
る
彊
烈
な
る
信
念
な
く
ば
云
ひ
得
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
、
「
念
佛

は
愚
老

一
期
の
勸
化
」
と
仰

せ
ら
れ
、
念
佛
弘
通
が
宗
組

の
全
生
命

と
な
り
居
れ
る
の
も
、
「
た
と
ひ
死
刑
に
行
は
る
と
も
此
の
事
云
は
す
ば
あ
る

べ
か
ら
す
」
の
彊
き

信
念
は
相
樹
的
功
利
的
の
信
仰
か
ら
は
、
全
く
湧

い
て
來
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
瓦

の
信
仰
は
絶
對
性
を
帶
び

て
、
た
夐
に
強
烈
な

る
の
み
な
ら
す
、
其

の
包
容
性
ま
た
廣
大
で
あ
る
。

廣

大
の
信

心
、
宗
組
は
淨
土
の
三
經
は
彌
陀
本
願
の
展
開
で
あ
り
、
佛
願
大
悲
躍
動

の
啓
示
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
精
紳

の
現
は
れ

と
し
て
、
之
れ
を
南
無
阿
彌
陀
佛

と
受
け
取
ら
れ
た
、
之
れ
實
に

「
宗
祀
已
證

の
三
經
」
と
も
云
ふ
べ
く
、
和
語
燈

三
經
釋
之
れ
を
簡
明

に
し

て
居
る
が
、
同
書

の
終
に
本
願
信
仰

の
内
包
を
示
し
て

彌

陀
の
本
願
を
,nuす
る
は
釋
尊

の
所
読
を
信
す
る
な
り
。
釋
尊

の
所
読
を
信
す
る
は
、
六
方
恒
沙

の
諸
佛
の
所
読

を
信
す
る
な
り
。

一

切

の
諸
佛
を
信
す
る
は
、

一
切

の
法
を
信
す
る
に
な
r(�
°

一
切

の
法
を
信
す
る
は
、

一
切
の
菩
薩
を
信
す

る
に
な

る
。
此
の
信
ひ
ろ
く

し

て
廣
大

の
信
心
、な
り
。
云
云

之
れ

已
證

の
内
包
廣
大
な
る
こ
と
を
披
瀝
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
殊
に
「
此

の

一
切
の
法
を
信
す
」
と
は

一
切

の
存
在
を
認
め
る
事
で
あ
る
。

印
ち
總
て
の
も
の
を
し
て
、
在
る
べ
き
よ
う
に
在
ら
し
め
る
事
で
あ
る
。
小
は
個
在
の
蟲
魚
よ
り
大
は
國
家

の
國
際

的
に
至
る
糞
で
、
す

べ
て
在
る
べ
き
よ
う
に
在
ら
し
め
る
處
に

一
切
が
生
き
、
其
處
に
は
不
準
な
く
鬪
爭
な
き
「
大
和

の
世
界
」
が
現
は
れ

る
。
其

の
内
包
、
實

に
三
世
を
貫
き
、
十
方
を
攝
し
て
、
世
界
性
を
持
つ
て
字
宙
に
擴
が
り
、

一
國
家
や

一
民
族
に
限
定
さ
る

乂
對
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。

五

以
上
宗
乘
の
本
質
的
な

一
部
面
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
宗
組
の
信
仰
内
容
は
全
く
日
本
精
祚

の
上
に
基
礎
付

け
ら
れ
た
も
の
で
あ

宗

乘

の

再

認

(千
葉
)

一
厳



日
六

つ
て
、
宗
組
以
前
曾
て
叡
山
や
南
都
な
ど
に
於

て
、
主
張
さ
れ
し
念
佛
と
は

其
の
内
容
に
於
て
大
に
相
違
し
て
居
る

の
で
あ
る
。
「
佛
願

の
思
召
」
に
隨
順
の
姿
は
、
恰
も
「
勅
な
れ
ば
と
も
か
し
こ
し
」
の
信
順
の
姿
そ
の
ま

N
で
あ
り
。
佛
身
佛
土
の
莊
嚴
、
光
明
名
號
攝
化
十

方
め

内
外

一
切
の
徳
用
を
、
本
願
精
紳

の
展
開
、
佛
願
大
悲

の
啓
示
と
仰
き
之
れ
を
南
無
佛
實
踐
の
上
に
承
け
取
り
た
る
は
、
恰
も
國
家

的
國
際
的
大
小
全
面

の
動
き
を
、
總
て
「
稜
威
」
と
仰
く
、
國
民
本
然

の
性
情
そ
の
も
の
玉
如
く
、
叉
そ
の
信
仰
内
包

の
廣
大
な
る
は
、
八

紘

一
宇

の
信
念
の
姿
か
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祀
ぴ
と
た
び
吉
水
の
原
頭
に
此

の
信
念
に
燃
え
立

つ
念
佛
を
鼓
吹
す
る

や
、
恰
も
燎
原

の
火
の
如
く
.
教
線
忽
ち
擴
大
し
て
盛
況
を
呈
し
、
大
乘
相
應
の
地
、
念
佛
有
縁
の
國
と
云
ひ
傳

へ
た
る
事
も
、
結
極
我

國
民
性
と

一
致
し
相
ひ
通
つ
る
所
あ
る
か
ら

の
事

と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
日
本
的
特
性
を
濃
厚
に
持
つ
、
本
願
念
佛

が
從
來
兎
角
囚
循
的
で

一
段

の
氣
勢
揚
ら
す
、

一
般
青
年
學
徒

の
氣
乘
薄
き
情
勢
下
に

あ
る
は
、
結
極
大
乘
的
積
極
臨
な
方
面

の
強
調
が
欠
け
て
居
た
か
ら
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
此

の
際
吾
人
は
時
代

の
趨
勢
と
瓧
會

の
環
境

と
を
察
し
、
宗
乘
を
再
認
し
て
信
的
魄
力
に
富
む
、
瓧
會

の
推
進
力
と
な
り
原
動
力
と
な
る
「
宗
學

の

一
生
面
」
を
開
く
事
に
心
掛
け
ね
ば

な
ら

ぬ
と
思
ふ

。゚


